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ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
市
民
は
、
62
・
2
パ
ー
セ
ン
ト（
※
）。

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど「
競
技
」を
中
心
と
し
た
も
の
か
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど「
身
近
で
気
軽
に
楽
し
め
る
」も
の
ま
で

ニ
ー
ズ
は
広
が
り
、

多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
。

小
田
原
の
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環
境
は
今
、

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」。

き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

「
す
る
」だ
け
で
な
く
、「
み
る
」「
支
え
る
」と
い
う
視
点
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
2
0
0
8（
平
成
20
）年
2
月「
小
田
原
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ア
ン
ケ
ー
ト
」よ
り
、

　
１
年
に
１
回
以
上
、ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
市
民
の
割
合
。
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市
民
に
な
じ
み
深
い
、
地
区
の
運
動
会「
健

民
祭
」。
地
区
に
よ
って
呼
び
名
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
市
内
に
は
、
戦
後
の
復
興
期
に
青
年
団

が
開
催
し
た
運
動
会
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
地

区
も
あ
り
ま
す
。

　
小
田
原
の
よ
う
に
、
全
地
区
で「
健
民
祭
」

を
開
催
し
て
い
る
の
は
、
珍
し
い
よ
う
で
す
。

　
片
浦
地
区
で
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
結
婚
し
た
頃
は

盛
ん
だ
っ
た
」

　「
松
の
木
に
綱
を
つ

け
て
、
綱
引
き
の
練

習
を
し
た
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
」

　
人
口
は
減
り
、か
つ
て
1
日
か
け
た
健
民
祭

は
、
2
0
0
5（
平
成
17
）年
か
ら
、
午
前
中
に

小
学
校
の
運
動
会
、
午
後
に
健
民
祭
と
同
日

開
催
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
区
で
育
ち
、
小
学
生
の
子
ど
も
を
持

つ
青
木
菜
穂
子
さ
ん
は
、「
子
ど
も
は
減
っ
た
け

れ
ど
、こ
う
い
う
形
で
続
い
て
い
る
の
は
、
地
域

交
流
の
場
が
あ
って
よ
い
で
す
ね
」と
、
自
身
も

参
加
し
て
き
た
場
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
国
府
津
地
区
で
は
、小
・
中
学
生
と
子
ど
も

会
の
保
護
者
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営
に

参
加
。

　「
子
ど
も
の
頃
か
ら
来
て
い
る
。
学
校
で
ス

タ
ッ
フ
募
集
が
あ
っ
た
の
で
、
応
募
し
た
」と
い

う
中
学
生
23
人
は
、審
判
、用
具
準
備
、出
場

者
召
集
、
景
品
配
り
な
ど
、
至
る
と
こ
ろ
で
活

躍
し
ま
す
。

　
今
年
か
ら
は
、瓶
を
ひ
も
で
釣
って
競
争
す
る

「
ビ
ン
釣
り
レ
ー
ス
」も
加
わ
り
ま
し
た
。
単
に

ス
ピ
ー
ド
勝
負
で
は
な
い
種
目
が
増
え
、
高
齢

者
も
出
場
し
や
す
く
なって
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を

日
常
生
活
の
中
に
、

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
で
、

心
身
の
健
康
や
地
域
の
人
と
の

交
流
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

地
区
健
民
祭

地
区
ご
と
の
運
動
会

小
学
校
の
運
動
会
と
合
わ
せ
て

第
52
回  

片
浦
地
区
健
民
祭

幅
広
い
世
代
か
ら
、大
勢
が
参
加

第
39
回  

国
府
津
地
区
健
民
祭

す
る
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「
も
う
一
度
、
強
い
上
府
中
を
作
ろ
う
」
と
、

会
長
と
し
て
10
年
間
取
り
組
み
、
今
年
、
27
年
ぶ

り
に
4
度
め
の
総
合
優
勝
を
し
ま
し
た
。

　
地
区
で
は
、
毎
年
10
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
10
年
前
か
ら
は
「
世
代
間
交
流
ハ

イ
キ
ン
グ
」
、
3
年
前
か
ら
は
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
「
上
府
中
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
も
行
い
、
地
域

と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
体
力
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
16
種
目
全
て
に
出
場
し
な
い
と
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
。
選
手
探
し
は
大
変
で
す
が
、
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
で
選
手
を
勧
誘
し
た
り
、
地
域
の
人
か
ら
得
た
情
報
を
頼
り
に
、
出
向
い
て
声
を
か
け
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
市
民
が
行
い
た
い

緩
や
か
な
運
動
は
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が
最
多
。

　
平
成
26
年
度
に
上
府
中
地
区
を
モ
デ
ル
地
区

に
選
び
、上
府
中
地
区
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
連
携
し
て
コ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、東
富
水
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
身
近
で
手
軽
に
楽
し
め
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
、
生
活
の
中
に
定
着

し
た
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
子
ど
も
も
参
加
し
、
立
ち
上
が
っ
て

応
援
。そ
の
姿
か
ら
、
健
民
祭
の
文
化
が
、
子

ど
も
に
も
根
づ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
1
9
4
9（
昭
和
24
）年
に
始
ま
っ
た
、「
小

田
原
市
民
総
合
体
育
大
会
」。
毎
年
夏
に
、
公

益
財
団
法
人
小
田
原
市
体
育
協
会
主
催
で
開

催
さ
れ
る
、
26
地
区
対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

す
。
地
区
選
抜
の
選
手
が
、
16
種
目
で
競
い
ま

す
。

　
参
加
者
は
年
々
減
っ
て
い
ま
す
が
、
地
区
の

担
当
者
は
、
選
手
集
め
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ

27
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝

上
府
中
地
区
体
育
協
会

会
長
　
加
藤 

義
和
さ
ん

R e l a t i o n s  w i t h  S P O R T S

小
田
原
市
民

総
合
体
育
大
会

地
区
選
抜
選
手
で
地
区
対
抗
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み
る

会
」が
発
足
し
、
現
在
、
本
格
的
に
ラ
グ
ビ
ー

の
振
興
・
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
攻
守
の
切
り
替
え
の
速
さ
な
ど
、ス
ピ
ー
ド

感
が
魅
力
の
フ
ッ
ト
サ
ル
。

　
小
田
原
に
は
、
県
西
地
域
2
市
8
町
を
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
と
す
る「
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
フ
ッ
ト
サ

ル
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、
そ
の
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ

は
、
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
で
す
。

　

9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
5
」。

　
経
験
者
や
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ま
で
ラ

グ
ビ
ー
に
関
心
の
な
か
っ
た
人
も
、
日
本
代
表

の
活
躍
に
胸
を
躍
ら
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
日
本
代
表
の
合
宿
地
と
し
て
、
城
山
陸

上
競
技
場
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
合
宿
地
決
定
を
受
け
、
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者

有
志
は
、「
ま
ず
、
子

ど
も
に
ラ
グ
ビ
ー
を

知
っ
て
も
ら
お
う
」

と
、
6
月
か
ら
ラ
グ

ビ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開

催
。「
全
然
痛
く
な

い
」「
タ
ッ
ク
ル
が
好

き
」
と
、
ラ
グ
ビ
ー

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
開
催
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、「
花

園（
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
）」に
出
場
経
験
が
あ

る
髙
橋
敦あ

つ

朗ろ
う

さ
ん
。
髙
橋
さ
ん
を
会
長
に
、
9

月
、「
小
田
原
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

「
生
」の
迫
力
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い

　
協
会
を
設
立
し
た
か
ら
に
は
、
小
田
原
の
ラ

グ
ビ
ー
文
化
を
一
か
ら
育
て
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
以
降
、「
見
学
し

た
い
」「
子
ど
も
が
や
り
た
い
と
言
っ
て
い

る
」
な
ど
、
問
い
合
わ
せ
が
増
え
ま
し
た
。
城

山
陸
上
競
技
場
で
代
表
選
手
の
プ
レ
ー
を
見
た

り
、
交
流
し
た
り
す
れ
ば
、
刺
激
や
憧
れ
に
な

る
し
、
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。

　
生
で
見
る
と
迫
力
が
あ
り
ま
す
よ
。う
な
り

声
や
体
と
体
が
ぶ
つ
か
る
音
。
重
量
級
選
手
の

素
早
い
動
き
。そ
う
い
っ
た
迫
力
を
、
間
近
で

味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

フ
ッ
ト
サ
ル

ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催

日
本
代
表
が
小
田
原
に
!

ラ
グ
ビ
ー

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

身
近
で「
本
物
」を
感
じ
る
こ
と
で
、

感
動
や
憧
れ
が
生
ま
れ
、
競
技
人
口
の
増
加
や

競
技
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を

身
近
に
感
じ
る

ス
ポ
ー
ツ
を

小
田
原
市
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
設
立

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ

小
田
原
市
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
長
　
髙
橋 

敦
朗
さ
ん
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　「
夢
や
感
動
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
チ
ー

ム
」を
目
標
と
し
、ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
も
力
を
入
れ
、
地
域
で
愛
さ
れ
親
し

ま
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
」が
発
足
し
、
現
在
、
本
格
的
に
ラ
グ
ビ
ー

の
振
興
・
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
攻
守
の
切
り
替
え
の
速
さ
な
ど
、ス
ピ
ー
ド

感
が
魅
力
の
フ
ッ
ト
サ
ル
。

　
小
田
原
に
は
、
県
西
地
域
2
市
8
町
を
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
と
す
る「
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
フ
ッ
ト
サ

ル
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、
そ
の
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ

は
、
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
で
す
。

　
わ
が
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
り
、
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
を
開
催
し
た
り
し

て
い
ま
す
。フ
ッ
ト
サ
ル
を
知
っ
て
も
ら
う
貴

重
な
機
会
で
す
し
、
選
手
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、そ
こ
で
出
会
っ

た
人
が
、
応
援
に
来
て
く
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、「
今
、
会
え
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
」

で
す
。
試
合
後
や
地
域
活
動
で
触
れ
合
い
、
感

動
し
て
も
ら
え
れ
ば
、す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。

　
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
で
、
一
緒
に
戦
い
ま
し
ょ

う
！

　
中
学
生
の
と
き
、
友
人
の
誘
い
で
陸
上
部
に

入
部
し
ま
し
た
。
小
田
原
で
の
陸
上
生
活
は
、

中
学
・
高
校
の
6
年
間
。
今
の
僕
の
基
盤
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
は
目
標
が
必
要
で
す
。し
か
し
、

あ
ま
り
に
遠
い
目
標
で
は
、
途
中
で
自
信
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
信
は
、
成
功
の
積
み

重
ね
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
最
終
的
な
大
き
な
目

標
に
向
か
っ
て
、
目
の
前
の
小
さ
な
目
標
を
一

つ
ず
つ
達
成
し
て
い
け
ば
、
い
つ
か
ゴ
ー
ル
に

た
ど
り
着
き
ま
す
。

　
今
年
の
世
界
陸
上
で
は
、
準
決
勝
で
他
の
選

手
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
、
自
分
の
走
り
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
再
来
年
は
ロ
ン
ド
ン
世
界
陸

上
が
あ
り
ま
す
。
目
標
は
、
決
勝
進
出
。そ
し
て

メ
ダ
リ
ス
ト
。

　
小
田
原
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
声
援
は
、
僕
の
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
緒
に
戦
い
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

地
域
に
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ

R e l a t i o n s  w i t h  S P O R T S

小
田
原
出
身
！

子どもにプロの試合を間
近に見させてあげられるの
で、憧れも出てくると思う。
（40歳代男性）

近くで見られる
ので迫力がある。
（10歳代男性）

プロ選手と顔見知りになれ
るスポーツなんて、他には
ない。（60歳代男性）

小田原アリーナでの試
合は、必ず応援に行く。
（40歳代女性）

身近に拠点があるの
で、見に行きやすい。
（20歳代女性）

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ

キ
ャ
プ
テ
ン

浦
上 

浩ひ
ろ

生き

さ
ん

世
界
陸
上
2
0
1
5

北
京
4
0
0
メ
ー
ト
ル

ハ
ー
ド
ル
　
日
本
代
表

松
下 

祐
樹
さ
ん

（
チ
ー
ム
ミ
ズ
ノ
所
属
）



8

　
9
月
、
小
田
原
サ
ッ

カ
ー
協
会
副
会
長
の
中

戸
川
勝ま

さ
る
さ
ん
と
、
同
協

会
の
加
藤
智と

も

晃あ
き

さ
ん
の

尽
力
に
よ
り
、
第
1
サ
ッ

カ
ー
場
は
芝
生
化
さ
れ

ま
し
た
。

　「
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
て
も
、
途
中
で
や
め
て
し

ま
う
人
が
多
い
。
私
た
ち
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、
環
境

の
整
備
が
必
要
」と
、
中
戸
川
さ
ん
。サ
ッ
カ
ー

場
の
芝
生
化
は
、
協
会
の
20
年
来
の
目
標
で
し

た
。

　
し
か
し
、
芝
生
化
に
は
手
入
れ
や
知
識
が
必

要
で
す
。
中
戸
川
さ
ん
の
心
強
い
味
方
が
、
下

府
中
小
学
校
な
ど
の
芝
生
化
を
進
め
た
加
藤

さ
ん
で
し
た
。

　
協
会
内
で
検
討
し
、
昨
年
11
月
、
芝
生
化

が
決
定
。6
月
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約

6
0
0
人
が
集
ま
り
、
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
植
え
た
芝
生
に
は
、
日
々
の
手
入
れ
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
中
戸
川
さ
ん
は
、
次

男
の
雅た

だ
し
さ
ん
と
二
人
で

水
ま
き
を
担
当
。「
太

い
ホ
ー
ス
で
放
水
す
る

の
が
難
し
い
。
15
分
も

持
っ
て
い
ら
れ
な
い
」と
、
苦
笑
い
を
浮
か
べ
ま

す
。
芝
刈
り
や
肥
料
ま
き
を
担
当
し
た
加
藤
さ

ん
も
、「
仕
事
の
合
間
に
芝
刈
り
を
す
る
の
は
大

変
だ
っ
た
」と
、
話
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
梅
雨
に
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
り
、

梅
雨
明
け
は
晴
天
が
続
き
ま
し
た
。
芝
が
育
つ

天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、
手
入
れ

は
大
変
で
し
た
。

　「
転
ん
で
も
痛
く
な
い
か
ら
、
何
度
も
思
い

切
っ
た
プ
レ
ー
に
挑
戦
す
る
。そ
れ
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
に
つ
な
が
る
」

　「
環
境
が
整
う
こ
と
で
気
持
ち
に
も
変
化
が

生
ま
れ
、
態
度
や
姿
勢
も
引
き
締
ま
る
」

　

二
人
は
、
芝
生
で
プ
レ
ー
す
る
子
ど
も
の
よ

う
す
を
話
し
ま
す
。

　
加
藤
さ
ん
は
、「
芝
生

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
当
た

り
前
に
し
た
い
。
そ
の

一
歩
が
踏
み
出
せ
た
こ

と
に
大
き
な
意
義
が
あ

る
」
と
、
未
来
を
見
据

え
て
い
ま
す
。

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
が
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

多
く
の
人
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
普
及
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
が
取
り
組
み
や
す
い

環
境
を
作
る
支
え
る

ス
ポ
ー
ツ
を

酒
匂
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場

第
1
サ
ッ
カ
ー
場

加藤さん 中戸川さん

緑
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

よ
り
よ
い
環
境
を
生
み
出
す
た
め
に

芝
生
の
育
成

小
田
原
サ
ッ
カ
ー
の
未
来
を
創
る
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市
内
26
地
区（
自
治
会
連
合
会
）に
は
、
各

地
区
に
3
人
ず
つ
、
計
78
人
の「
小
田
原
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」が
い
ま
す
。
市
民
に
対
す

る
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
・
助
言
や
、地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
関
わって
い
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
の
多
く
が
、
各
種
目
の
協
会
な

ど
で
も
活
動
。
多
方
面
か
ら
小
田
原
の
ス
ポ
ー

ツ
を
支
え
て
い
ま
す
。

R e l a t i o n s  w i t h  S P O R T S

　
市
内
に
は
、
誰
も
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
て
参
加
で
き
る

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
が
二
つ
あ

り
ま
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
経
験
が

な
い
」「
体
力
に
は
自

信
が
な
い
」
と
い
う
人

も
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、ス
ポ
ー
ツ

課（
☎
38-

1
1
4
9
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

未
経
験
者
も
支
え
る

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

小
さ
い
頃
か
ら
親
し
ん
で

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ろ
う

小
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会

副
会
長
　
石
川 

和
子
さ
ん

小
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会

会
長
　
釼け

ん

持も
つ 

明
さ
ん

クラブ名 活動内容
小田原フレンドリー

クラブ
野球、アーチェリー、
グラウンドゴルフ、カヌー、
ヨガ　など

城下町スポーツ
クラブ

バドミントン、卓球、
ソフトテニス、親子体操、
ジョギング　など

小
田
原
市

ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員

　
小
学
校
で
出
前
講
座
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
今
の
子
ど
も
は
昔
と
比
べ
、
体
力

が
落
ち
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
は
年
齢
に
関
係
な
く
、
楽
し
ん
で
で

き
る
の
で
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
小
さ
い
頃

か
ら
始
め
て
、
高
齢
者
に
な
る
ま
で
親
し
ん

で
ほ
し
い
で
す
。

　
45
年
間
、
小
田
原
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
皆
が
気
軽

に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
力
を
入
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

む
人
が
増
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
小

田
原
市
全
体
で
、一
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
め
る
と
よ
い
で
す
ね
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は

勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
、気
楽
に
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
。

地
区
に
3
人
！ 

ス
ポ
ー
ツ
の
味
方
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16
年
前
、ス
キ
ー
の
最
中
に
脊
髄
を
損
傷
。

下
半
身
が
動
か
な
く
な
っ
た
。し
か
し
、「
不
思

議
と
一
度
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な
ら
な

かっ
た
。
下
半
身
不
随
で
も
、何
か
ス
ポ
ー
ツ
を

し
た
かっ
た
」と
、リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
に
勧
め
ら
れ

た
車
い
す
陸
上
を
始
め
た
。そ
の
後
、「
ジ
ャ
パ
ン

パ
ラ
陸
上
競
技
大
会
」な
ど
数
々
の
大
会
で
優

勝
し
、一
躍
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
仲
間
入
り
を

果
た
し
た
。

　
山
口
さ
ん
は
、西
湘
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
出
身
。

練
習
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
は
、そ
の

仲
間
だ
。

　「
2
0
0
4
年
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
」の
選

考
前
、オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
が
原
因
で
左
足
切
断

寸
前
ま
で
疲
労
が
た
ま
り
、練
習
も
で
き
ず
目

標
を
失
っ
た
。

　「
お
前
、負
け
た
ま
ま
で
悔
し
く
な
い
の
か
」

　
先
輩
の
そ
の
一
言
で
目
が
覚
め
た
。
厳
し
い

練
習
を
再
開
す
る
と
、
先
輩
た
ち
も
練
習
に
つ

き
あって
く
れ
、ト
レ
ー
ナ
ー
も
買
って
出
て
く
れ

た
。

　「
ラ
グ
ビ
ー
部
の
仲
間
に
は
、感
謝
し
か
な
い
。

先
輩
は
厳
し
い
で
す
け
ど
・
・
・
。こ
の
つ
な
が

り
を
生
ん
で
く
れ
た
車
い
す
陸
上
に
も
感
謝
で

す
ね
」

　
山
口
さ
ん
は
ほ
ぼ
毎
日
、仕
事
が
終
わっ
た
午

後
6
時
過
ぎ
か
ら
練
習
を
始
め
る
。

　「
仕
事
後
の
練
習
は
き
つ
い
し
、や
め
て
し
ま

え
ば
き
っ
と
楽
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な
。で
も
、そ

れ
が
僕
の
生
き
が
い
に
なって
ま
す
か
ら
」

　
ま
た
、
近
隣
の
小
学
校
で
話
を
し
た
り
、
競

技
を
見
せ
た
り
し
て
い
る
。

　「
僕
は
障
が
い
者
代
表
で
は
な
い
が
、こ
ん
な

人
も
い
る
ん
だ
よ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。そ
う

いっ
た
意
味
で
も
、小
学
生
と
つ
な
が
り
、何
か

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
」

　「
今
年
は
タ
イ
ム
が
伸
び
悩
み
、来
年
の
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
厳
し
い
と
思

う
」と
山
口
さ
ん
。

　「
で
も
、僕
よ
り
年
齢
が
上
の
人
が
結
果
を
残

し
て
い
る
。だ
か

ら
、
ま
だ
ま
だ

諦
め
ず
、
東
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
指
し
ま
す
。

陸
上
だ
け
で
な

く
、他
の
ス
ポ
ー

ツ
に
も
挑
戦
し

た
い
で
す
ね
」

　
貪
欲
に
ス

ポ
ー
ツ
に
向
き

合
う
山
口
さ
ん

を
見
て
、
東
京

で
輝
く
姿
が
浮

か
ん
だ
。

車
い
す
陸
上
で
得
た

「
つ
な
が
り
」と「
生
き
が
い
」

車
い
す
陸
上（
短
距
離
）

山
口 

充
弘
さ
ん

市内には
、さまざま

な形で

スポーツ
に取り組

む人がい
る。

なぜスポ
ーツに取

り組むの
か。

スポーツ
から何を

得たのか
。

その思い
を聞いた

。
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「
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
」で
、
5
回
の
優
勝
を
誇
る
山
本
さ
ん
。
高

校
時
代
に
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
手
に
し
た
メ
ダ
ル
は
数
え
切
れ
な
い
。

73
歳
に
な
っ
た
今
も
、コ
ー
ト
の
中
を
縦
横
無
尽

に
動
き
、ス
マッ
シ
ュ
を
決
め
て
い
く
。

　
し
か
し
、
山
本
さ
ん
の
小
学
校
時
代
は
意
外

な
も
の
だ
っ
た
。

　
「
身か

ら
だ体
が
弱
く
、
学
校
に
は
3
分
の
1
ほ
ど

し
か
通
え
な
か
っ
た
」

　
そ
ん
な
山
本
さ
ん
の
人
生
を
変
え
た
の
は
、

中
学
1
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
。
両
親
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ラ

ケ
ッ
ト
を
も
ら
っ
た
。
中
学
校
に
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
が
あ
り
、
入
部
。
日
々
の
厳
し
い
練
習
に

耐
え
、
気
が
つ
け
ば
身
体
も

丈
夫
に
な
って
い
た
。

　
4
年
前
に
は
直
腸
が
ん
の

手
術
を
乗
り
越
え
、
60
年

間
、
継
続
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
体
力
だ
け
で
勝
負
が
決

ま
る
の
で
は
な
く
、
頭
を
使

い
、
数
手
先
の
プ
レ
ー
を
読

ま
な
い
と
勝
て
な
い
と
こ
ろ

が
お
も
し
ろ
い
。
苦
労
し
て

勝
て
た
と
き
は
ス
カ
ッ
と
し

ま
す
ね
」

　
「
バッ
ク
！
」

　
「
え
っ
ち
ゃ
ん
！
」

　
「
ナ
イ
ス
！
」

　

金
曜
日
の
夜
、

下
曽
我
小
学
校
の

体
育
館
に
、明
る
い

声
が
響
い
た
。

　

昭
和
20
年
代

に
発
足
し
た「
下

曽
我
」は
、市
内
で
最
も
歴
史
あ
る
ママ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
だ
。

　
現
在
、チ
ー
ム
に
は
20
歳
代
後
半
か
ら
50
歳

代
ま
で
の
選
手
が
所
属
。
年
齢
は
異
な
る
が
、バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
仲
良
く
な
っ
た
。チ
ー
ム

は
い
つ
で
も
明
る
く
、笑
い
が
絶
え
な
い
。

　
「
試
合
後
に
は
食
事
な
ど
に
行
き
、子
ど
も
や

夫
の
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

は
、楽
し
い
こ
と
が
一
番
。そ
の
延
長
線
上
に
勝

利
が
あ
る
と
、もっ
と
う
れ
し
い
で
す
。ス
ト
レ
ス

発
散
や
健
康
の
た
め
な
ど
、
目
的
は
違
う
け
れ

ど
、皆
で
励
ま
し
合
え
る
こ
と
が
魅
力
で
す
」

　
そ
れ
で
も
昔
に
比
べ
る
と
、
選
手
は
少
な
く

な
っ
た
。マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
は
9
人
制
だ
が
、「
下

曽
我
」の
選
手
は
11
人
。
火
・
金
曜
日
の
練
習

に
は
、
選
手
の
子
ど
も
も
練
習
相
手
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
選
手
を
増
や
そ
う
と
勧
誘
に
も

力
が
入
る
。

　
山
本
さ
ん
に
と
って
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、「
生
活

の
一
部
」だ
と
い
う
。
食
事
や
睡
眠
の
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
。

　
「
60
年
も
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
環
境
が

整
って
い
た
か
ら
こ
そ
。
厳
し
く
も
優
し
い
先
輩

や
、よ
き
ラ
イ
バ
ル
も
周
り
に
い
た
。
人
に
恵
ま

れ
て
い
た
ん
で
す
。バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
健
康
と

強
い
メ
ン
タ
ル
、そ
し
て
多
く
の
人
と
の
出
会
い

を
与
え
て
く
れ
た
。
80
歳
を
過
ぎ
て
も
続
け
て

い
た
い
で
す
ね
」

　
現
在
、
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

　
「
先
輩
た
ち
が
私
に
教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、

今
度
は
、
私
が
教
え
る
番
」と
ほ
ほ
え
む
表
情

に
、
指
導
者
と
し
て
の
風
格
を
見
た
。

　
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
者
が
い
る
と
聞
け
ば
、

お
誘
い
に
行
き
ま
す
。
全
く
知
ら
な
い
人
に
声

を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
」

　
「
私
た
ち
も
先
輩
に
勧
誘
さ
れ
て
入
り
ま
し

た
が
、参
加
し
た
こ
と
で
、世
代
の
異
な
る
地
域

の
人
と
交
流
が
持
て
た
ん
で
す
。だ
か
ら
、も
っ

と
多
く
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
」

　

皆
が
絶
や
す
こ
と
の
な
い
笑
顔
、
真
剣
に
練

習
に
取
り
組
む
姿
を
見
て
、
60
年
以
上
続
く

「
下
曽
我
」の
歴
史
は
、ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
く

と
確
信
し
た
。

虚
弱
な
少
年
を
変
え
た

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
山
本 

洋ひ
ろ

彦ひ
こ

さ
ん

つ
な
ぐ
歴
史
と

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
下
曽
我
」

R e l a t i o n s  w i t h  S P O R T S
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市
で
は
毎
年
、
全
て
の
小
学
5
年
生
と
中
学

2
年
生
に
、「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動

習
慣
等
調
査（
新
体
力
テ
ス
ト
）」を
実
施
。

　
小
学
5
年
生
は
、「
握
力
」「
上
体
起
こ
し
」

「
長
座
体
前
屈
」「
反
復
横
と
び
」「
20
メ
ー
ト

ル
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」「
50
メ
ー
ト
ル
走
」「
立
ち
幅

と
び
」「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
」の
8
種
目
で
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
調
査
結

果
で
は
、
男
女
と
も
に
8
種
目
全
て
が
、
全
国

平
均
を
下
回
って
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、特
に「
反
復
横
と
び
」

と「
20
メ
ー
ト
ル
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」が
低
く
、「
敏び

ん

し
ょ
う
性
」と「
持
久
力
」が
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
体
力
低
下
が
叫
ば
れ
る
昨
今
。

小
田
原
の
小
学
生
も
、
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
小
学
校
で
は
、
体
力
向
上
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
取
り
組
み

子
ど
も
の
体
力
作
り体

力
低
下
の
現
状

50

長座体前屈
（49.5）

反復横とび
（47.6）

立ち幅跳び
（49.9）

20mシャトルラン
（48.1）

50m走
（49.9）

握力
（48.4）

ソフトボール投げ
（48.5）

上体起こし
（49.3）48
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上体起こし
（47.9）
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ソフトボール投げ
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47

50

長座体前屈
（49.1）

反復横とび
（45.5）

立ち幅跳び
（48.5）

20mシャトルラン
（46.6）
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（48.8）

握力
（48.0）

ソフトボール投げ
（47.9）

上体起こし
（47.9）
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49
48

46
45

47

新体力テストの結果
※全国平均を50とした場合の
　小田原市平均の数値　

小学5年生男子

　　　全国

　　　小田原市

小学5年生女子

　　　全国

　　　小田原市
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始
業
前
の
5
分
間
を
活
用

　
前
羽
小
学
校
で
は
6
年
前
か
ら
、
始
業
前
に

5
分
間
走
る「
箱
根
駅
伝
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実

施
。
毎
週
水
曜
日
に
、
全
校
児
童
が
先
生
、
近

く
の
前
羽
幼
稚
園
児
、そ
の
保
護
者
と
一
緒
に

走
り
ま
す
。

　
前
羽
小
学
校
の
近
く
を
通
る
国
道
1
号
は
、

箱
根
駅
伝
の
コ
ー
ス
。
児
童
に
と
っ
て
身
近
な

箱
根
駅
伝
を
完
走
す
る
心
意
気
で
校
庭
を
1

週
走
る
と
、「
箱
根
駅
伝
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
シ
ー

ト
を
一
マ
ス
色
塗
り
し
ま
す
。

　
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
、
前
羽
小
学
校
の
児

童
は
、
特
に「
瞬
発
力
」「
敏
し
ょ
う
性
」が
低

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、「
好
き

な
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」と
、「
箱
根
駅
伝
チ
ャ
レ

ン
ジ
」の
他
に
、
今
年
度
か
ら
月
1
回
の
水
曜

日
の
始
業
前
に
、
長
縄
跳
び
を
取
り
入
れ
、
弱

点
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

外
遊
び
を
し
た
く
な
る
昼
休
み

　
豊
川
小
学
校
で
は
以
前
か
ら
、
通
常
よ
り

も
15
分
長
い
45
分
間
が
昼
休
み
に
な
る「
キ
ラ

キ
ラ
タ
イ
ム
」を
実
施
。
毎
週
水
曜
日
は
掃
除

時
間
が
な
い
分
、
全
校
児
童
が
外
遊
び
を
し
ま

す
。

　
昨
年
度
か
ら
は
月
に
1
回
、
地
域
の
人
と
昼

休
み
を
過
ご
す「
ふ
れ
あ
い
キ
ラ
キ
ラ
タ
イ
ム
」

も
導
入
し
、ラ
ジ
オ
体
操
や
昔
な
が
ら
の
竹
馬

を
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
は
、
担
任
の
先
生
が
見
守
る
中
、
長
縄

跳
び
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
す
る
他
、フ
ラ
フ
ー
プ

や
一
輪
車
な
ど
を
使
っ
て
、
思
い
思
い
に
遊
び

ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
一
輪
車
に
は
、
特
に

3
〜
4
年
生
の
女
子
が
興
味
を
持
ち
、
3
年
生

で
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
児
童
が
、
4
年
生
で

自
由
自
在
に
乗
り
こ
な
し
ま
す
。

　
ま
た
、
1
年
生
は
、
腕
力
な
ど
を
つ
け
る
た

め
、
登
り
棒
を
取
り
入
れ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

担
任
の
先
生
は
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
や
日

常
の
児
童
の
動
き
か
ら
ク
ラ
ス
の
課
題
を
見
つ

け
、
遊
び
を
通
じ
て
体
力
作
り
の
き
っ
か
け
と

し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
小
学
校
で
は
、
体
力
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
互
い
に
情
報
交
換
し
た
り
、

各
校
で
工
夫
し
た
り
し
な
が
ら
、
児
童
が
継
続

的
に
行
え
る
運
動
を
、
学
校
生
活
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　
今
後
は「
体
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
組
織
し
、
市
全
体
の
子
ど
も
の
体
力
向
上
に

向
け
、
全
市
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
各
小
学
校
で
は
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
を

受
け
、
改
善
に
向
け
た
指
導
目
標
を
立
て
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
な
わ
と
び
集
会
」
や「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
」な
ど
の
行
事
を
取
り
入
れ
た
り
、
週
に
1

回
程
度
、
昼
休
み
な
ど
の
時
間
を
長
く
取
り
、

外
遊
び
の
時
間
を
確
保
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
以
前
は
高
学
年
の
学
習
内
容
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た「
体
つ
く
り
運
動
」を
、
低
学

年
か
ら
実
施
。
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
運
動
や

用
具
を
操
作
す
る
運
動
、
力
試
し
運
動
と
し

て
、
竹
馬
や
一
輪
車
、バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
運
動
遊
び
、
す
も
う
遊
び
な
ど
、
学
校
ご
と

の
状
況
に
応
じ
た
運
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。

前
羽
小
学
校

豊
川
小
学
校

体
力
向
上
の
た
め
に

市
全
体
で
取
り
組
む
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身近な地域でスポーツを「する」
トップアスリートを「みる」
スポーツ環境を「支える」

どんな関わり方でも、スポーツは「楽しむ」ことが基本です。

健康、体力、憧れ、生きがい、人とのつながり・・・
スポーツを楽しめば、多くのものが得られます。

小田原には、スポーツを楽しむことができる環境があります。
今回紹介したのは、その一部です。

誰でも、どこでも、いつまでも、自分に合った方法で、スポーツを楽しみましょう。

江
島 

体
育
協
会
は
、
種
目
協
会
、
地
区
体
育

協
会
・
振
興
会
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
で

構
成
さ
れ
、
各
団
体
の
協
力
の
も
と
、
市
の
ス

ポ
ー
ツ
・
体
育
を
活
発
に
し
、「
小
田
原
の
ま
ち

そ
の
も
の
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
」と
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

　「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」
を
3
本
の
柱

に
、
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
の

あ
る
人
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　「
キ
ッ
ズ
マ
ラ
ソ
ン
」「
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」「
尊
徳
マ
ラ
ソ
ン
」「
市
民
総

合
体
育
大
会
」な
ど
の
主
催
や
、
各
種
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
職
員
が
地
域
の
公
民
館
な

ど
に
出
向
く
出
前
講
座
の
開
催
や
、
小
学
校

で
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
も
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
毎
年
新
し
い
事
業
に
取
り
組
み
、
今
年
度

は
東
京
都
・
秋
川
渓
谷
や
埼
玉
県
・
長な

が

瀞と
ろ

で

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
企
画
し
ま
し
た
。

江
島 

市
民
が
皆
、ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
を
し
て
い

る
か
と
い
う
と
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
い
と
思

い
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
も
、
週
1
〜

2
回
体
を
動
か
し
て
い
る
人
は
40
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
。ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
場
所
・
時
間
・
人
が

必
要
で
す
。
特
に
30
〜
40
歳
代
の
働
き
盛
り
で

忙
し
い
人
が
、ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　
地
域
を
見
る
と
、
健
民
祭
が
盛
ん
な
地
区
も

あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
地
区
も
あ
り
ま
す
。
市

民
総
合
体
育
大
会
で
も
、
3
種
目
程
度
し
か

出
場
し
な
い
地
区
も
あ
り
ま
す
。
指
導
者
が
熱

心
に
働
き
か
け
て
も
、
活
発
に
な
ら
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
地
区
の
特
色
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
体
育
協
会
と
し
て
、
何
か
一
緒
に
な
っ

て
で
き
な
い
か
と
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
活
発
に
し
て
、

ま
ち
も
元
気
に

体
育
協
会
の
活
動
は
？

十
分
で
な
い
ス
ポ
ー
ツ
習
慣

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

市
民
の
意
識
や
現
状
は
？

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小
田
原
の
ス
ポ
ー
ツ
を
担
う

「
公
益
財
団
法
人
小
田
原
市
体
育
協
会
」。

江
島
紘ひ

ろ
し

会
長
に
伺
い
ま
し
た
。
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江
島 

実
感
し
て
い
ま
す
。
新
体
力
テ
ス
ト
の

結
果
を
全
国
的
に
見
る
と
、
神
奈
川
県
全
体

で
体
力
は
低
下
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、
市

の
平
均
が
県
平
均
を
下
回
る
種
目
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
を
やって
い
る
子
ど
も
と
、

や
っ
て
い
な
い
子
ど
も
が
両
極
端
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に

所
属
し
、
1
種
目
し
か
や
ら
な
い
子
ど
も
も
多

く
、
幅
広
く
体
を
動
か
し
て
い
な
い
点
も
課
題

だ
と
思
い
ま
す
。

江
島 

「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」の
い
ず
れ
に

し
て
も
、
楽
し
い
こ
と
が
一
番
。
体
育
協
会
で

も
、ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
を「
す
る
」こ
と
は「
楽

し
い
も
の
だ
」
と
、
楽
し
さ
を
追
求
し
て
い
ま

す
。「
す
る
」
だ
け
で
な
く
、「
み
る
」
と
い
う

点
で
は
、
市
で
は
フ
ッ
ト
サ
ル
が
盛
り
上
が
っ
て

い
る
の
で
、
プ
ロ
選
手
と
連
携
し
て
、
11
月
に

「
フ
ッ
ト
サ
ル
祭
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
支

え
る
」と
い
う
点
で
は
、
体
育
協
会
で
も
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
で
、ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
り
、お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。そ
う
い
っ
た
関
わ
り
の
中
で
も
、「
楽
し

さ
」を
味
わって
ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。

「
楽
し
さ
」を
味
わ
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」

こ
と
で
、よ
い
こ
と
は
？

今
の
子
ど
も
は
、

幅
広
く
体
を
動
か
し
て
い
な
い

子
ど
も
の
体
力
低
下
を
感
じ
ま
す
か
？

　「
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
い
」「
体
を
動
か
す
の
は

気
持
ち
い
い
」
と
実
感
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ

れ
が
健
康
維
持
や
人
と
の
つ
な
が
り
に
な
り
ま

す
。
先
に「
楽
し
さ
」
が
あ
っ
て
、
結
果
的
に
、

健
康
や
人
と
の
つ
な
が
り
に
な
れ
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
。

江
島 

「
ス
ポ
ー
ツ=

苦
し
い
練
習
」と
い
う
考

え
方
が
昔
は
あ
り
ま
し
た
。そ
う
で
は
な
く
、

「
楽
し
さ
」を
知
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
持
って
ほ
し
い
で

す
。ラ
グ
ビ
ー
で
は
、
小
田
原
が
日
本
代
表
の

合
宿
地
に
な
り
ま
す
し
、
陸
上
で
は
、
小
田
原

出
身
の
世
界
レ
ベ
ル
の
選
手
が
い
る
の
で
、そ
う

い
う
こ
と
を
き
っ
か
け
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

　
地
域
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
根
づ

か
せ
る
取
り
組
み
も
重
要
で
す
。
夜
、
家
族
や

友
人
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
人
を
多
く
見
掛
け

ま
す
が
、
そ
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
の
定
着
の
在
り
方

だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
に
ど
う
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を

取
り
入
れ
て
い
く
か
。
毎
日
の
食
事
や
歯
磨
き

の
よ
う
に
、
一
定
の
時
間
を
使
って
ス
ポ
ー
ツ
を

「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
し
、
市
民
の
生
活
の
中
に
、ス
ポ
ー
ツ

が
定
着
し
て
い
け
ば
一
番
よ
い
で
す
。

日
常
生
活
に
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
定
着
を

今
後
、市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
と

ど
う
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
か
？

スポーツを楽しむということ



   

戸
籍
住
民
課（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
付
窓
口
）　
☎
33 - 

１
５
０
４

届
き
ま
し
た
か 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る「
通
知
カ
ー
ド
」は
、

11
月
中
に
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
よ
う
、
発
送
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
戸
籍
住
民
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、市
が
委
任
し
た
「
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
か
ら
簡
易
書
留
で

送
付
し
て
い
ま
す
。
不
在
時
は
、
郵
便
受
け
に
ピ

ン
ク
色
の
「
簡
易
書
留
ご
不
在
連
絡
票（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
専
用
）」
を
投
函
し
て
い
ま
す
の
で
、
記
載
さ

れ
た
「
保
管
期
限
」
内
に
郵
便
局
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
郵
便
局
の
「
保
管
期
限
」
を
過
ぎ
た
も
の
は
、市

役
所
で
保
管
し
ま
す
。
郵
便
局
か
ら
受
け
取
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
戸
籍
住
民
課
ま
で
連
絡
の
う
え
、

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て
、
市

役
所
２
階
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
付
窓
口
」
に

取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

場
合
は
、ピ
ン
ク
色
の
「
簡
易
書
留
ご
不
在
連
絡
票

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
）」
が
投
函
さ
れ
て
い
な
い

か
確
認
し
、
連
絡
票
が
な
い
場
合
は
戸
籍
住
民
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、一
生
使
う
も
の
で
す
。
自
分
で

し
っ
か
り
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

希
望
者
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
は
、本
人
確
認
書
類

と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
顔
写
真
付
き
の
カ
ー

ド
で
す
。希
望
者
が
申
請
す
る
と
、平
成
28
年
1
月

以
降
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る

「
説
明
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

    
� 

申
請
費
用 

初
回
無
料

 
� 受

付 

市
役
所
２
階
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
付
窓

口
、
支
所
・
連
絡
所
、
住
民
窓
口（
ア
ー
ク
ロ
ー
ド

市
民
窓
口
、国
府
津
駅
前
・
酒
匂
・
桜
井
窓
口
コ
ー

ナ
ー
を
除
く
）

 
� 送付 

「
本
人
限
定
郵
便
」
で
自
宅
に
送
付

※�

受
付
場
所
で
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、
郵
送
な

ど
で
申
請
し
、
市
が
指
定
し
た
窓
口
で
受
け
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

  

届
い
て
い
な
い
人
は

  

届
い
た
人
は

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
8
1
8
1

「通知カード」が入ってくる簡易書留の封筒

不在時に投函される
「簡易書留ご不在連絡票
 （マイナンバー専用）」

保管期限内に
郵便局まで連絡
してください。
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詐 欺 に 注 意 ！！
市内で、不審な電話などが相次いでいます

詐 欺 に 注 意 ！！
市内で、不審な電話などが相次いでいます



 本市発生事例！

他市の事例

行政機関の職員を名乗り、口座番号を取得しようと
する電話

　行政機関を名乗り、「マイナンバー制度が始まると手続
きが面倒になるので、至急、振込先の口座番号を教えて
ほしい」との電話があった。

�行政機関の職員を名乗り、資産などの情報を聞き出
そうとする女性の来訪

　「マイナンバー制度の導入に伴い、個人情報を調査中で
ある」と言って女性が来訪し、資産や保険の契約状況な
どを聞かれた。

�マイナンバーを管理するという業者からの電話

　知らない業者から、「マイナンバーを管理します」とい
う電話があった。「専門家が管理するのか」と尋ねたとこ
ろ、「私が管理する」と言われた。

�早く手続きをしないと刑事問題になるといった電話

　男性から、「マイナンバーが順次届いており、みんな手続
きをしているが、あなたは手続きをしているか」との電話が
あった。「まだ手続きをしていない」と答えると、「早く手続
きしないと刑事問題になるかもしれない」などと言われた。

マイナンバーは
自分で管理します

マイナンバーカードの
 初回手数料は、

無 料

あなたが
刑事責任を問われる
ことはありません

・口座番号や口座の暗証番号
・所得や資産の情報
・家族構成や年金・保険の情報

聞きません
訪問しません

カードなどを借りません

 不審な電話があったら
  小田原警察署（☎32-0110）または戸籍住民課（☎33-1504）までご連絡ください。

   ［連絡をするときは］
   ・「マイナンバーに関する詐欺まがいの電話があった」と伝えてください。
  ・不審な電話の内容をメモしてから連絡をすると、落ち着いて話すことができます。

　市役所職員や郵便局員を名乗り、「マイナンバー
カードの受け取りに手数料がかかる」などと言い、
金銭を要求。
　要求金額は、10,000円や15,000円が多い。

事例
１ 

事例
2 

事例
3 

事例
4 
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詐 欺 に 注 意 ！！
市内で、不審な電話などが相次いでいます

詐 欺 に 注 意 ！！
市内で、不審な電話などが相次いでいます

※申請時に必要な写真代は、自己負担です。

お金は絶対払わない！渡さない！
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と
き
め
き
国
際
学
校

思
い
が
続
い
て
、25
周
年

中
学
・
高
校
生
が
親
善
大
使
に

　

毎
年
、
両
市
そ
れ
ぞ
れ
約
25
人
の
中
学
・

高
校
生
が
参
加
し
、交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。　
　

　
本
市
の
青
少
年
は「
と
き
め
き
親
善
大
使
」

と
し
て
、
マ
ン
リ
ー
市
の
青
少
年
を
小
田
原

で「
お
も
て
な
し
」し
た
後
、
マ
ン
リ
ー
市
を

訪
問
し
ま
す
。マ
ン
リ
ー
市
で
は
、参
加
者
の

家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。異
国
の
日
常
を
知
り
、

文
化
の
違
い
や
国
際
人
と
し
て
の
行
動
を
学

び
ま
す
。

　

市
民
主
導
で
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、「
と

き
め
き
国
際
学
校
実
行
委
員
会
」と
本
市
で

実
施
。
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
・
思

い
が
続
い
た
か
ら
こ
そ
、
25
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
「
と
き
め
き
親
善
大
使
」は
、
両
市
で
交
流

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

平
和
を
願
っ
て

マ
ン
リ
ー
市
で
平
和
式
典
に
参
列

　

世
界
平
和
を
目
指
す
こ
と
も
、「
と
き
め
き

国
際
学
校
」の
目
的
で
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
毎
年
各
地
で
、

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
に
、

平
和
を
願
う
式
典
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
、
広
島
か
ら
約
8
0
0
0
キ
ロ
離
れ
た

マ
ン
リ
ー
市
で
、
両
市
の
青
少
年
が
、
広
島

70
周
年
記
念
平
和
式
典
に
参
列
。
折
り
鶴
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
、「
広
島
の
こ
と
を
忘
れ

な
い
」と
平
和
を
誓
い
、「
と
き
め
き
の
友
情

い
つ
ま
で
も
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

と
き
め
き
国
際
学
校
と
は

25
周
年
事
業

マンリー市のピース・パークで平和式典に参列

マンリー市役所前で、マンリー市ジーン・ヘイ市長と集合写真

事前研修
6月に、宿泊研修1泊2日を含む全6回
両国の文化や歴史、マナー、英会話
などを学習

国内交流
マンリー市の青少年
が小田原を訪問

7月上旬〜中旬の約10日間
マンリー市の青少年に日本や小田原
の魅力を発信

海外交流
ときめき親善大使が
マンリー市を訪問

7月下旬〜8月上旬の約13日間
市役所訪問や、雄大な自然の中で
ファームステイ体験

事後研修 8月〜翌年2月に、6回程度
報告書作成や報告会準備

研究発表会・閉校式 3月
※上記予定は、変更になる場合もあります。

平
成
3
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
マ
ン
リ
ー
市
と
の

青
少
年
交
流
事
業「
と
き
め
き
国
際
学
校
」。
以
来
25
年
間
続
き
、

こ
れ
ま
で
に
、両
市
合
わ
せ
て
、約
1
4
5
0
人
が
国
際
感
覚
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。	

 

文
化
政
策
課
　
☎
33 - 

1
7
0
3
　
　
　
　
　
　
　

  

P
0
3
3
7
0
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活
動
を
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
旗

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ケ
ー
キ
で
祝
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
両
市
の
友
好
が
末
永
く
続
く
こ
と

を
願
い
、ペ
ナ
ン
ト
も
交
換
し
ま
し
た
。

	

広
が
る
交
流

小
田
原
医
師
会
合
唱
団
が
、

マ
ン
リ
ー
市
で
コ
ン
サ
ー
ト

　

実
行
委
員
会
の
山
田
洋
介
副
会
長
と
山

田
浩
子
委
員
が
所
属
す
る「
小
田
原
医
師
会

合
唱
団
」は
、9
月
、
22
人
で
マ
ン
リ
ー
市

を
訪
問
。
青
少
年
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
友

情
を
深
め
ま
し
た
。
現
地
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
そ
の
収
益
金
を
マ

ン
リ
ー
市
の
小
児
ホ
ス
ピ
ス
に
寄
附
し
ま	

し
た
。

続
く
、取
り
組
み

25
年
の
友
好
を
、お
祝
い

　

マ
ン
リ
ー
市
の
青
少
年
に
と
っ
て
、
小
田

原
滞
在
最
終
日
の
7
月
11
日
。
25
年
続
い
た

O
B
会
会
長
・
実
行
委
員　
田
中
佑ゆ

奈な

さ
ん

　
「
学
ん
だ
英
語
を
、実
地
で
使
っ
て
み
た
い	

!
」と
平
成
24
年
度
に
参
加
し
、3
年
経
ち
ま

し
た
が
、「
と
き
め
き
親
善
大
使
」と
し
て
過
ご

し
た
時
間
は
、当
時
も
今
も
最
高
の
思
い
出
で

す
。

実
行
委
員　
栢
沼
亜
沙
美
さ
ん

　

平
成
13
年
度
に
高
校
生
で
参
加
し
、
交
流

で
は
大
切
な
友
達
と
、
第
二
の
家
族
を
得
ま

し
た
。今
回
、卒
業
生
の
多
さ
、事
業
へ
の
強

い
思
い
、多
く
の
人
の
尽
力
で
、こ
の
事
業
が

続
い
て
い
る
と
実
感
。
今
後
も
、「
と
き
め
き	

親
善
大
使
」の
笑
顔
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

マンリー市の「カーディナル・セレッティ・メモリアル・チャペル」
でチャリティーコンサートを開催

小田原産の果物を使った25周年記念ケーキ

（左）マンリー市から寄贈されたペナント
（右）小田原市が寄贈したペナント

学
ん
だ
こ
と
を
、
伝
え
る

　「
と
き
め
き
親
善
大
使
」は
、班
ご
と
に
テ
ー
マ

を
決
め
、日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
、共

同
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。研
修
と
交
流
で
学

ん
だ
研
究
の
ま
と
め
を
、皆
さ
ん
に
伝
え
ま
す
。

　地
球
市
民
フ
ェ
ス
タ

 
� 日

程 

平
成
28
年
2
月
28
日（
日
）

　
　
　　

　「
小
田
原
海
外
市
民
交
流
会

　
　
　
　ウ
ィ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　　小
田
原
海
外
市
民
交
流
会（
通
称「
Oオ

イ

フ

ァ

I
F
A
」） 

に
よ
る
毎
年
恒
例
の
冬
の
パ
ー
テ
ィ
ー
。国
際
交

流
活
動
を
し
て
い
る
人
と
、楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
お
い

し
い
お
菓
子
で
、盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。活
動
を

通
じ
て
知
っ
た
、外
国
の
話
も
聞
け
ま
す
。

 
� 場

所 

マ
ロ
ニ
エ

 
� 内

容 

共
同
研
究
パ
ネ
ル・
報
告
書
な
ど
の
展
示

　研
究
発
表
会

 
� 日

程 

平
成
28
年
3
月
12
日（
土
）

 
� 場所 

ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
ウ
エ
ス
ト

　
　
（
西
武
小
田
原
店
）1
階
キ
ャ
ニ
オ
ン

� 内
容 

研
究
発
表
、と
き
め
き
国
際
学
校
の
P
R
　
　

 
� 日

時 

12
月
13
日（
日
）　
午
後
1
時
～
3
時

 
� 場所 

お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
　

　
　 

U
う

め

こ

M
E
C
O
　
第
7
会
議
室

 
� 

参
加
費 

5
0
0
円（
料
理
持
参
の
人
は
無
料
）

 
� 主催 

小
田
原
海
外
市
民
交
流
会（「
O
I
F
A
」）

 
� 問 

文
化
政
策
課
　
☎
33 - 

1
7
0
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25
年
間
を
振
り
返
る

と
き
め
き
国
際
学
校
25
周
年

公
式
パ
ー
テ
ィ
ー

　

25
周
年
の
節
目
に
、
マ
ン
リ
ー
市
の
公
式

訪
問
団
が
本
市
を
訪
問
。こ
の
機
会
に
、平
成

22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の「
と
き
め
き
親

善
大
使
」同
窓
生
と
市
民
ス
タ
ッ
フ
、実
行
委

員
が
集
ま
り
、
記
念
公
式
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

き
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、続
い
て
き
た「
と

き
め
き
国
際
学
校
」。今
後
も
両
市
か
ら
豊
か

な
国
際
性
を
身
に
つ
け
た
若
者
が
育
ち
、
羽

ば
た
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
の
交
流
が

末
永
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

他にもある！

国際交流活
動他にもある！

国際交流活
動
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7
月
に
、
小
田
原
駅
東
口
広
場
ロ
ー
タ

リ
ー
で
車
道
を
横
断
中
の
歩
行
者
が
、
バ

ス
と
接
触
し
て
亡
く
な
る
交
通
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
東
口
広
場
は
、
地
下
通
路

や
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
整
備
し
、
目

的
に
合
わ
せ
て
安
全
に
歩
行
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
口
広
場
ロ
ー
タ
リ
ー
で
も
、

車
道
を
横
断
す
る
歩
行
者
が
見
ら
れ
、
大

変
危
険
で
す
。
西
口
広
場
は
、
横
断
歩
道

を
設
置
し
、
安
全
に
歩
行
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
前
広
場
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
営
業
車
や
一
般
車
の
交
通

量
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
小
田
原

警
察
署
と
連
携
し
、
安
全
な
通
行
の
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
安
全
な
歩
行
空
間
を
利
用
し
、
車
道
の

危
険
な
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

小
田
原
駅
　
駅
前
広
場
ロ
ー
タ
リ
ー

危
険
な
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う

  

土
木
管
理
課
　
　
☎
33 - 

1
5
3
3

『
無
事
故
で
年
末
　
笑
顔
で
新
年
』

　
年
末
は
、
交
通
量
や
飲
酒
の
機
会
が
増

え
、
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
交
通
事
故
に
つ
い
て
考
え
、

ル
ー
ル
の
遵
守
や
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
、

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◦�

夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
目
に
つ
き

や
す
い「
明
る
い
色
の
服
」や「
反
射
材
」

を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

◦�

夜
間
に
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ラ
イ

ト
を
つ
け
、
反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

◦�

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
大
人
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

◦�

自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
全
て
の
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
子
ど
も
に
合
っ

た
サ
イ
ズ
の
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

12
月
は
、

飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

◦�

「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
」「
少
し
の
距
離
だ

か
ら
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
が
、
一
生
か

け
て
も
償
え
な
い
悲
惨
な
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

◦�
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
を
す
る
と
き
は
、
自

動
車
や
自
転
車
で
行
く
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

◦�

自
動
車
や
自
転
車
を
運
転
す
る
人
に
、
お

酒
を
提
供
し
た
り
、
勧
め
た
り
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
と
自
転
車
の

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
徹
底

  

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

1
3
9
6

12
月
11
日（
金
）～
20
日（
日
）

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

小田原駅東口広場ロータリー
横断はやめましょう

小田原駅西口広場ロータリー
横断歩道を渡りましょう

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
が
あ
る
記
事
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
サ
イ
ト
内
検
索
」
に
、「
P

○
○
○
○
○（
5
ケ
タ
の
数
字
）」を
入
力
し
検

索
す
る
と
、そ
の
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　  

P
1
9
3
7
6
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　10・11月は、年間を通じて最も対外的行事の多い
季節です。市として加盟する各種全国組織の総会、国
の予算や制度への要望活動、先進事例の視察、講演
やシンポジウムへの参加など。市内諸団体の行事など
と相まって、非常に密度の濃い公務スケジュールが続き
ました。
　そんな中、今年特に感じたのは、小田原での取り組み
について講演や事例発表を求められる機会が増えてき
たことです。具体的なテーマは「地域コミュニティ」「環
境」「エネルギー」「まちづくり」「市民参加」など、その
切り口はさまざまですが、共通しているのは、それらの
分野の課題解決において取り組まれている「協働」の在
り方に関心が持たれている、という点です。
　「協働」という場合、一般的には市民と行政が連携し
ての取り組みを指しますが、それに加え、多様な市民
が横につながりあって力を合わせる取り組みも含め、小
田原では諸分野において活発化しています。端的なも
のは、講演などの依頼が多かった「地域コミュニティ」と

「エネルギー」でしょうか。
　「地域コミュニティ」については、関東学院大学での
講義およびシンポジウム、全国市町村長サミット（いずれ
も10月）や、かながわ円卓会議（11月）で発表させてい
ただきましたが、単に地域内諸団体の連携が進んでい
るというだけでなく、その姿が今後の日本の地域社会を
支えていく極めて重要な仕組みへと進化しつつある点
が注目されています。
　「エネルギー」については、おだわらスマートシティフェア、
市民・地域共同発電所全国フォーラム2015小田原大
会（いずれも11月）などでパネリストとして登壇しました
が、東日本大震災以後のスピーディーな官民連携の動
きのみならず、志を持つ多くの市民や事業者の活発な
動きが、今後のエネルギー地域自給に向けた地域での
取り組みのモデルとして位置づけられつつあります。
　また11月には、環境省が肝いりで取り組む「つなげよ
う、支えよう森里川海」プロジェクトの、全国40か所に及 
ぶミニフォーラムのキックオフの地として、小田原が選ば 
れましたが、これも小田原の諸団体が展開する多様な「協
働」の可能性が注目されてのことと受け止めています。
　これまで私たちが育ててきたさまざまな「協働」を、誇
りを持って、さらに磨き上げていきましょう。

「注目される小田原の『協働』」
小田原市長　加藤 憲一

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

　
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
の

入
札
を
7
月
に
行
い
ま
し
た
が
、
結
果
は
、

1
社
か
ら
の
応
札
で
、
予
定
価
格
の
73
億
円

弱
に
対
し
、入
札
金
額
は
約
94
億
円
で
し
た
。

こ
の
た
め
、入
札
は
不
調
と
な
り
ま
し
た
。

　
建
設
費
は
、
現
行
予
算
の
73
億
円
弱
は
増

額
し
な
い
こ
と
と
し
た
う
え
で
、4
つ
の
選

択
肢
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
と
に
、9
月
に
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
意
見
交
換
会
を
、
11
月
に
民
間
事
業
者

と
の
対
話
を
進
め
、
整
備
の
可
能
性
を
探
り

ま
し
た
。

①
延
期

市
民
会
館
を
改
修
し
、
整
備
時
期
を
遅
ら

せ
る
。

②
設
計
見
直
し

仕
様
を
大
幅
に
見
直
し
、再
設
計
す
る
。

③
分
割
工
事

大
ホ
ー
ル
な
ど
を
先
行
し
て
整
備
し
、
小

ホ
ー
ル
は
先
送
り
す
る
。

④
事
業
提
案

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、
民
間

企
業
か
ら
広
く
事
業
提
案
を
募
集
す
る
。

　
延
期
せ
ず
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う

市
民
意
見
が
多
く
、
ま
た
、
複
数
の
民
間
事

業
者
か
ら
は
事
業
提
案
で
の
整
備
に
前
向
き

な
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
今
後
は
、
事
業
提
案
を
軸
に

建
設
の
可
能
性
を
追
求
し
、
整
備
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

文
化
政
策
課
　
☎
33 - 

1
7
0
2

市
長
コ
メ
ン
ト

　
入
札
が
不
調
と
な
り
、市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
、整
備
に
向
け

た
取
り
組
み
を
、引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

整
備
方
針
を

決
め
る
た
め
に

入
札
結
果

今
後
の
方
針
は

事
業
提
案
を
軸
に
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主催・問  小田原・箱根「からくりパズル」を広める会　
　　　　☎32-3631（（有）からくり企画内）
日  時  12月12日（土）

　　　　午前10時～午後4時
内  容  ・からくりパズルの展示・販売　　　　販売

　　　 ・からくりパズル遊びの名人
　　　　による実演

主催・問  �（一社）神奈川県学習塾連絡会　
　　　　☎22-1343（エコール学院内）
日  時  12月26日（土）・27日（日）

　　　　午前10時～午後5時
内  容  ・クイズで楽しく学ぶ学習コーナー 

　　　 ・進路・学習相談ブース
　　　 ・講師に直接質問ができる自習室コーナー　など

主催・問  大村楽器リベルテセンター　☎22-7135
日  時  12月15日（火）午後1時～4時
出  演  フルート 長谷川恵美

　　　　バイオリン 藤原純枝
曲  名  ・クリスマスメドレー

 　　　　・情熱大陸　など
※フルートとバイオリンを体験できるコーナーもあります。

問  FM小田原株式会社　☎35-5150
日  時  12月20日（日）午後1時～3時
出  演  O

ワ ン

ne B
ブ ラ イ ト

right V
ボ イ ス

oice C
ク ワ イ ア

hoir　など

曲  名  I
イン

n T
ザ

he S
サ ン ク チ ュ ア リ

anctuary　など

からくりパズルマーケット

HaRuNe de S
ス タ デ ィ

tudy

フルート・バイオリンクリスマスコンサート
＆特別体験会

2015 W
ウ イ ン タ ー

inter G
ゴ ス ペ ル

ospel s
ス テ ー ジ

tage 
in ハルネ

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

あふれる 魅力 ハルネ情報 12月

街かど博物館に行ってみよう！～パズルラリーでまち歩き～
小田原の海史〜昭和30年代〜
小田原城のあゆみ　第Ⅱ期「関東大震災から戦後復興期」　
小田原城のあゆみ　第Ⅲ期「天守閣再建から現在」　

～12月16日（水）
12月17日（木）～平成28年1月25日（月）

～12月24日（木）

12月25日（金）～平成28年3月31日（木）

ハルネギャラリー
展示予定

レ
ー
し
た
結
果
、勝
て
て
う
れ
し
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。ま
た
、「
チ
ー
ム
目
標

『
皆
で
パ
ス
を
回
し
、
ト
ラ
イ
す
る
』が
で

き
た
こ
と
が
、
優
勝
し
た
こ
と
よ
り
も
う

れ
し
い
」
と
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
辻
煌こ

う

匠た

さ

ん
。チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
な
が
ら
積

極
的
に
攻
め
る
こ
と
が
、
強
さ
の
ひ
け
つ

で
す
。

　
石
黒
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
は
、
攻
撃
の

種
類
を
増
や
し
て
、
サ
イ
ン
プ
レ
ー
な
ど

に
も
今
ま
で
以
上
に
取
り
組
み
た
い
」
と
、

意
気
込
み
ま
す
。

　
小
田
原
タ
グ
ク
ラ
ブ
は
、
ト
リ
ト
ン
ズ

だ
け
で
な
く
、5
・
6
年
生
の
チ
ー
ム
も
、

同
大
会（
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
）で
ベ
ス

ト
4
に
入
り
ま

し
た
。
今
後
も

ク
ラ
ブ
全
体
で

練
習
に
励
み
、

次
の
大
会
の
タ

イ
ト
ル
を
狙
っ

て
い
き
ま
す
。

　
平
成
20
年
に
発
足
し
た
「
小
田
原
タ
グ

ク
ラ
ブ
」
。
市
内
の
未
就
学
児
か
ら
小
学

6
年
生
ま
で
が
、男
女
混
合
で
、タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
10
月
に
行
わ
れ
た
「
第
32
回
神
奈
川
県

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会（
ミ
ニ
の
部
）」
で
、ク

ラ
ブ
の
3
・
4
年
生
の
チ
ー
ム
「
小
田
原

ト
リ
ト
ン
ズ
」
が
、見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
石
黒
春
輝
さ
ん
は
、「
一

人
で
プ
レ
ー
し
た
の
で
は
な
く
、
皆
で
プ

小
田
原
タ
グ
ク
ラ
ブ
3
・
4
年
生
　
小
田
原
ト
リ
ト
ン
ズ

皆
で
、
ガ
ン
ガ
ン
前
に
攻
め
よ
う
！

第
32
回 

神
奈
川
県
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会（
ミ
ニ
の
部
）　
優
勝

〈連載〉
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毎
年
海
の
日
に
は
、自
治
会
が
中
心
と
な
り
、海
岸
清
掃「
前
羽
海
岸
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
実
施
。

地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
総
出
で
、環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
に
は
、「
前
羽
地
区
団
体
長
等
連
絡
会
」を
設
立
。各
種
団
体
が
連
携
し
て「
小
学
生

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」な
ど
の
行
事
を
開
催
し
、地
域
住
民
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
援
し
て
い
ま
す
。地
域
の
人
が
立
ち
上
げ
た
子
育
て
支
援

団
体「
キ
ラ
キ
ラ
星
の
会
」は
、０
歳
か
ら
未
就
学
児
と
そ
の
親
が
参
加
し
、親
子
で
四
季
遊
び
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」で
は
、一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を

作
り
、食
事
を
し
て
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
戦
前
か
ら
続
く「
道
祖
神
祭
」で
は
、3
台
の
人
形
山

車
が
地
区
内
に
設
置
さ
れ
ま
す
。ま
た
、祭
り
の
翌
日
に

は
、子
ど
も
が
中
心
と
なって「
ど
ん
ど
焼
き
」を
行
い
、地

域
の
安
全
を
祈
願
し
ま
す
。

　
9
月
の「
近ち

か

戸と

神
社
祭
典
」で

は
、
朝
9
時
頃
か
ら
神み

輿こ
し

が
海

に
入
り
、
約
5
0
0
メ
ー
ト
ル

の
渡
御
を
行
い
ま
す
。そ
の
勇

壮
な
姿
は
、
地
域
に
根
づ
く
伝

統
の
一
つ
と
なって
い
ま
す
。

　
「
西
湘
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」内
に
は
、縄
文
時
代
前
期
の
遺

跡「
羽
根
尾
貝
塚
」、7
世
紀
か
ら
平
安
時
代
の
遺
跡「
羽

根
尾
横
穴
墓
群
」が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、東
海
道
を
旅
し
た
先
人
が
、休
憩
し
た
と
い
わ

れ
る「
車
坂
」。
国
道
１
号
を
東
京
方
面
か
ら
来
て
、初
め

て
海
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
あ
り
ま
す
。
史
跡
案
内

板
に
は
、太
田
道ど

う

灌か
ん

や
阿あ

仏ぶ
つ

尼に

が
こ
こ
で
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
歌

が
書
か
れ
、そ
の
歴
史
を
伝
え

る
た
め
、今
年
10
月
、史
跡
案

内
板
を
付
け
替
え
ま
し
た
。

〈 連 載 〉

み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

橘
南
地
区

各
種
団
体
の
連
携
で
、地
域
を
盛
り
上
げ
る

受
け
継
が
れ
る
伝
統
行
事

つ
な
ぐ
歴
史

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢
8

市
の
東
部
に
あ
り
、
東
側
は
二
宮
町
と
接
し
、

東
西
に
西
湘
バ
イ
パ
ス
・
国
道
1
号
が
通
る
橘
南
地
区
。

南
側
に
は
相
模
湾
が
広
が
り
、
昔
は
塩え

ん

田で
ん

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

梅
干
し
、
塩
辛
な
ど
の
漬
物
業
が
多
く
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
優
良
企
業
が
集
ま
る
工
業
団
地「
西
湘
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」や
、

地
域
住
民
が
集
う「
前
羽
福
祉
館
」が
あ
り
ま
す
。

　「
キ
ラ
キ
ラ
星
の
会
」は
、平
成
6
年
に
発
足
し
、現
在
は
30
人
ほ
ど
の
子

ど
も
と
親
が
集
ま
り
、毎
月
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
約
15
年
前
か
ら「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」を
開
催
。歌
や
手
遊
び
、ク
リ
ス
マ
ス
に

ち
な
ん
だ
も
の
の
工
作
な
ど
、親
子
で
楽
し
め
る
よ
う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登
場
し
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
え
る
た
め
、ふ
だ
ん
と
は

違
う
雰
囲
気
の
中
、子
ど
も
は
う
れ
し
そ
う
に
し
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、地
区

社
会
福
祉
協
議
会
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
協
力
し
て
も
ら
い
、地
域
の

高
齢
者
も
参
加
す
る
の
で
、会
員
と
高
齢
者
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」は
、12
月
8
日（
火
）に
前
羽
福
祉
館
で
開
催
し
ま
す
。親
子
で
、ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ラ
キ
ラ
星
の
会

会
長

山口美代子さん

キラキラ星の会 クリスマス会 小学生レクリエーション大会
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鴨
宮
中
学
校
の
校
長
室
に
は
、日
本
人
初
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
・
湯
川
秀
樹
博
士
か
ら

送
ら
れ
た「
眞・善・美
」の
書
が
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
精
神
は
、私
た
ち
の
伝
統
と
な

り
、大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

「
眞
」真
理
を
求
め
正
義
を
守
る
人

「
善
」人
の
た
め
に
善
き
行
い
を
す
る
人

「
美
」思
い
や
り
と
優
し
さ
を
持
つ
人

し
ん

よ

地域の特色を生かし、
さまざまな活動に取り組む小田原の中学校。
そんな各中学校の「いいね！」を紹介します。

「
カ
モ
ボ
ラ
」ス
タ
ー
ト

皆
で
咲
か
せ
る
笑
顔
の
花

心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
づ
く
り

　　
今
年
度
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

生
徒
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
企
画
し
、

全
校
生
徒
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
「
カ
モ

ボ
ラ
」
を
始
め
ま
し
た
。
多
く
の
生
徒
が

賛
同
し
、
地
域
の
道
路
清
掃
や
空
き
缶
回

収
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
近
隣
幼
稚
園
の
運
動
会

の
手
伝
い
や
、
12
月
に
飯
泉
観
音
で
開
か

れ
る
「
だ
る
ま
市
」
前
に
敷
地
内
の
落
ち

葉
掃
き
な
ど
を
し
て

き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、一
人

一
人
が
地
域
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、一
層
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　

　　
平
成
17
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
11
年

め
を
迎
え
る
「
あ
い
さ
つ
活
動
」。
地
域
の

人
や
保
護
者
、
先
生
も
一
緒
に
取
り
組
み
、

多
い
と
き
に
は
１
０
０
人
以
上
が
参
加
す

る
大
規
模
な
活
動
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
生
徒
が
作
っ
た
標
語
「
お

は
よ
う
で
咲
か
せ
よ
う
！
笑
顔
の
花
」
の

横
断
幕
を
掲
げ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
フ
ェ
ン
ス

前
で
、
３
日
間
の
活
動
を
年
５
回
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
地

域
全
体
が
「
笑
顔
の
花
」
で
満
ち
あ
ふ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
、
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
友
達
や
家
族
に
言
え
な
い「
感
謝
の
気

持
ち
」「
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
た
喜
び
や

感
動
」
を
伝
え
よ
う
と
始
め
た
「
心
の
メッ

セ
ー
ジ
づ
く
り
」。
気
持
ち
を
文
字
に
表
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
あ
り
が
と

う
」「
ご
め
ん
ね
」「
お
め
で
と
う
」な
ど
を

素
直
に
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
も
い

ま
す
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
冊
子
『
心
に
響
く
メ
ッ

セ
ー
ジ
』
に
ま
と
め
、
全
校
生
徒
に
配
る

の
で
、
家
族
と
一
緒
に
読
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
一
人
で
も
多

く
の
人
に
、
私

た
ち
の
心
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
止
め
て
も

ら
え
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

8

鴨
宮
中
学
校

my
連 載

鴨
宮
５
４
７

昭
和
24
年
３
月
１
日

眞
・
善
・
美

西
澤 

浩
之

１
年
１
８
７
人
　
２
年
２
２
２
人
　

３
年
２
０
８
人
　
特
別
支
援
５
人
　
計
６
２
２
人

生
徒
数

住  

所
創  

立
校  

訓
校  

長
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